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６
・
30　

日
本
球
界
か
ら
も
五
輪
メ
ン
バ
ー

　

台
湾
野
球
協
会
は
ア
テ
ネ
五
輪
の
代
表
メ
ン
バ
ー

を
発
表
。
日
本
球
界
か
ら
は
西
武
の
張
誌
家
投
手
、

中
日
の
陳
偉
殷
投
手
、
阪
神
の
林
威
助
外
野
手
が
代

表
入
り
。
投
手
コ
ー
チ
に
は
元
日
本
ハ
ム
の
酒
井
光

次
郎
氏
。

７
・
１　

退
任
の
駐
沖
代
表
が
感
謝
の
夕
べ

　

中
琉
文
化
経
済
協
会
沖
縄
事
務
所
の
黄
煇
慶
代
表

は
退
任
に
伴
い
「
感
謝
の
夕
べ
」
を
開
催
。
県
内
政

財
界
関
係
者
ら
約
五
百
人
を
招
い
た
。

７
・
３　

日
台
児
童
の
親
善
訪
問
交
流

　

彰
化
県
の
湖
東
小
な
ど
三
小
学
校
の
児
童
十
八
人

と
保
護
者
が
、
福
岡
県
宗
像
市
の
赤
間
小
を
親
善
訪

問
。
双
方
は
平
成
四
年
以
来
、
一
年
置
き
に
相
互
訪

問
を
行
い
、
友
情
を
深
め
て
い
る
。

７
・
５　

親
善
囲
碁
大
会
は
台
湾
に
軍
配

　

第
三
十
一
回
日
華
親
善
囲
碁
大
会
（
主
催
・
日
本

ア
ジ
ア
航
空
、
他
）
が
台
北
市
で
開
か
れ
、
プ
ロ
棋

士
や
愛
好
家
が
腕
を
競
い
合
っ
た
。
対
戦
成
績
は
二

十
二
勝
│
二
十
一
勝
で
台
湾
側
に
軍
配
。

7
・
6　

許
代
表
が
着
任
記
者
会
見

　

五
日
に
着
任
し
た
許
世
楷
駐
日
代
表
が
代
表
処
公

邸
で
初
の
記
者
会
見
。「
台
湾
が
独
立
し
た
国
家
で

あ
る
こ
と
を
、
日
本
が
認
め
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な

状
況
を
作
り
た
い
」
と
の
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

7
・
6　

山
形
の
酒
が
台
湾
進
出

　

山
形
県
酒
造
組
合
は
、
県
産
高
級
酒
の
対
台
湾
輸

出
を
決
め
た
。「
国
内
の
不
調
を
取
り
戻
す
つ
も
り
は

な
い
。
日
本
文
化
を
海
外
に
伝
え
た
い
」
と
い
う
。

同
組
合
は
六
月
に
台
北
市
の
食
品
見
本
市
に
出
展
、

好
感
触
を
得
て
い
た
。
日
本
酒
輸
入
額
で
台
湾
は
米

国
に
次
い
で
第
二
位
だ
が
、
高
級
酒
は
多
く
な
い
。

7
・
6　

ハ
ン
セ
ン
病
療
養
施
設
の
跡
地
に

　

台
湾
で
の
報
道
に
よ
れ
ば
、
台
北
県
新
荘
市
の
地

下
鉄
車
両
基
地
の
建
設
予
定
地
は
日
本
時
代
の
楽
生

療
養
院
の
跡
地
だ
が
、
そ
こ
で
当
時
の
石
碑
が
発
見

さ
れ
た
。
同
院
は
か
つ
て
唯
一
の
ハ
ン
セ
ン
病
療
養

施
設
で
、
同
県
は
現
地
で
記
念
館
開
設
も
検
討
中
。

7
・
7　

鹿
児
島
、
高
雄
の
大
学
が
交
流
協
定

　

鹿
児
島
国
際
大
と
高
雄
市
の
高
雄
応
用
科
技
大

が
、
鹿
児
島
市
内
で
学
術
交
流
協
定
の
調
印
式
。
留

学
生
、
教
職
員
の
交
換
、
共
同
研
究
な
ど
を
行
う
。

7
・
9　

話
題
の
武
士
道
映
画
が
封
切
り

　

三
月
の
台
北
市
映
画
祭
で
大
好
評
だ
っ
た
映
画

「
た
そ
が
れ
清
兵
衛
」（
山
田
洋
二
監
督
）
が
台
湾
で

封
切
り
。
作
品
で
描
か
れ
る
武
士
道
は
メ
デ
ィ
ア
で

も
話
題
に
。
主
演
の
真
田
広
之
さ
ん
も
大
人
気
。

7
・
12　

中
琉
文
化
協
の
陳
新
代
表
が
就
任

　

台
湾
の
沖
縄
駐
在
機
関
、
中
琉
文
化
経
済
協
会
沖

縄
事
務
所
の
新
代
表
に
、
陳
桎
宏
氏
が
就
任
し
た
。

7
・
17 

寒
雲
さ
ん
に
感
謝
の
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー

　

昨
年
の
S
A
R
S
騒
動
で
経
営
危
機
に
陥
っ
た
香

川
県
土
庄
町
の
小
豆
島
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
水
明
は
、

当
時
、
シ
ョ
ー
で
支
援
し
て
く
れ
た
在
日
台
湾
人
歌

手
寒
雲
さ
ん
に
感
謝
の
デ
ィ
ナ
ー
シ
ョ
ー
を
開
催
。

7
・
21　

台
湾
人
客
急
増
の
U
S
J

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ
ン
」（
大

阪
市
）
に
よ
る
と
、
今
年
四
〜
六
月
の
外
国
人
客
は

入
場
者
の
九
%
に
当
た
る
約
十
七
万
人
と
急
増
中

で
、
台
湾
人
が
最
多
の
約
五
万
人
と
い
う
。

7
・
24　

台
湾
製
部
品
の
調
達
額
が
増
加

　

フ
ジ
サ
ン
ケ
イ
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
の
報
道
に
よ
る

と
、
昨
年
、
日
本
企
業
が
台
湾
か
ら
製
品
や
部
品
を

調
達
し
た
額
は
、
前
年
比
三
〇
%
増
の
約
一
兆
三
百

億
円
。
増
加
率
で
は
国
別
で
日
本
が
ト
ッ
プ
。
I
T

分
野
で
の
調
達
が
急
増
し
た
。

7
・
25　

日
台
が
「
日
本
米
」
販
売
競
争

　

日
本
米
の
最
大
の
輸
出
先
で
あ
る
台
湾
。
毎
日
新

こ
れ
か
ら
の
日
本
と
台
湾
が
見
え
て
く
る

日
台
交
流
日
録 

⑶
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聞
に
よ
る
と
、
活
潑
化
す
る
日
本
側
の
売
込
み
に
対

抗
し
、
宜
蘭
県
の
農
家
が
現
地
作
付
け
の
魚
沼
産
コ

シ
ヒ
カ
リ
の
低
価
格
販
売
を
開
始
し
た
。

7
・
26　
「
日
台
VS
中
国
」
の
シ
ナ
リ
オ
か

　

許
世
楷
駐
日
代
表
が
、
尖
閣
諸
島
が
「
ど
こ
の
国

の
領
土
か
簡
単
に
は
言
え
な
い
」
と
言
明
し
た
問
題

で
沖
縄
タ
イ
ム
ス
夕
刊
は
、
急
進
独
立
派
の
李
登
輝

氏
に
近
い
同
代
表
に
は
、
尖
閣
主
権
を
放
棄
し
て

「
日
本
VS
中
台
」
の
対
立
構
図
を
「
日
台
VS
中
国
」
に

変
え
る
シ
ナ
リ
オ
が
あ
る
と
の
分
析
を
行
っ
た
。

7
・
27　

被
災
者
激
励
の
歌
声
が
C
D
に

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
避
難
所
の
被
災
者
を
歌
で

励
ま
し
た
神
戸
市
在
住
の
台
湾
人
歌
手
、
李
浩
麗
さ

ん
の
初
C
D
「
華は
な
こ
こ
ろ心」
が
発
売
。
被
災
地
で
歌
っ
た

日
本
や
台
湾
の
歌
も
収
録
。

7
・
30　

台
北
で
福
岡
の
味
を
ア
ピ
ー
ル

　

福
岡
県
の
食
品
輸
出
振
興
協
議
会
が
台
北
市
内
で

商
談
会
。
県
産
の
米
、
野
菜
、
果
実
、
茶
、
菓
子
、

ラ
ー
メ
ン
な
ど
百
五
十
品
目
を
展
示
し
、
高
所
得
者

層
が
多
い
同
市
に
品
質
の
高
さ
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

7
・
30　

陸
自
総
監
部
に
メ
デ
ィ
ア
代
表
団

　

台
湾
の
メ
デ
ィ
ア
代
表
団
が
陸
上
自
衛
隊
東
部
方

面
総
監
部
を
視
察
。
台
湾
安
保
協
会
理
事
長
を
務
め

る
黄
昭
堂
・
総
統
府
国
策
顧
問
が
引
率
し
た
。

7
・
30　
「
陳
総
統
は
明
治
天
皇
に
学
べ
」

　

台
湾
で
潜
水
艦
購
入
な
ど
の
特
別
軍
事
予
算
案
が

親
中
派
野
党
の
反
対
を
受
け
る
中
、
ネ
ッ
ト
サ
イ
ト

「
南
方
快
報
」
は
論
説
「
陳
総
統
は
明
治
天
皇
に
学

べ
」
を
掲
載
。
日
清
戦
争
前
に
明
治
天
皇
が
内な
い

帑ど

金き
ん

を
下
賜
し
、
官
吏
も
棒
給
の
一
部
を
寄
付
し
て
軍
艦

建
造
費
に
充
て
た
こ
と
に
倣
い
、「
潜
水
艦
購
入
愛
国

基
金
」
を
提
言
。
与
党
議
員
は
賛
同
す
る
は
ず
と
。

7
・
31　

台
湾
の
防
衛
は
日
本
の
防
衛

「
日
米
同
盟
と
台
湾
海
峡
両
岸
問
題
」を
テ
ー
マ
に

日
台
米
協
力
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
都
内
で
。
パ
ネ
リ
ス

ト
の
外
交
評
論
家
、
加
瀬
英
明
氏
は
「
台
湾
の
防
衛

は
日
本
の
防
衛
」
と
強
調
。

7
・
31　

中
国
を
い
か
に
弱
め
る
か
が
課
題

　

河
北
新
報
は
論
説
で
、
中
国
の
台
湾
へ
の
圧
力
は

米
軍
再
編
の
動
き
を
に
ら
ん
だ
軍
事
的
な
布
石
で
あ

り
、
日
本
は
そ
れ
を
ど
う
弱
め
て
い
く
か
真
剣
に
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
主
張
を
展
開
。

8
・
2　

不
発
弾
処
理
の
元
日
本
兵
に
感
謝

　

戦
時
中
、
現
・
新
竹
県
湖
口
郷
で
不
発
弾
処
理
に

従
事
し
た
元
軍
人
の
西
本
武
賢
氏
（
80
）
が
六
十
年

ぶ
り
に
同
地
を
訪
問
し
、
生
死
を
共
に
し
た
元
部
下

の
台
湾
人
と
涙
の
再
会
。
現
地
役
場
は
「
千
人
以
上

の
住
民
の
命
を
守
っ
た
」と
西
本
氏
に
感
謝
を
表
明
。

8
・
6　

産
経
が
高
砂
族
英
霊
を
守
る
募
金

　

大
東
亜
戦
争
で
の
高
砂
族
英
霊
を
祀
る
台
北
県
烏

来
郷
の
慰
霊
碑
が
、
資
金
難
で
存
続
の
危
機
。
こ
れ

を
受
け
産
経
新
聞
は
支
援
募
金
を
開
始
し
た
。 

8
・
6　
「
企
業
再
建
の
神
」
が
台
湾
訪
問

　

福
岡
ダ
イ
エ
ー
ホ
ー
ク
ス
の
高
塚
猛
オ
ー
ナ
ー
代

行
が
、
著
書
の
出
版
記
念
会
や
講
演
の
た
め
訪
台
。

数
々
の
赤
字
企
業
を
黒
字
化
し
た
高
塚
氏
は
、
台
湾

で
も
「
経
営
の
神
」「
企
業
再
建
の
神
」
と
し
て
注

目
さ
れ
て
い
る
。

8
・
6
〜
8　

仙
台
で
台
南
七
夕
フ
ェ
ア

　

台
南
市
は
仙
台
市
内
で
「
台
南
七
夕
交
流
フ
ェ

ア
」
を
開
催
し
、
伝
統
芸
能
や
芸
術
品
を
紹
介
。
許

添
財
市
長
以
下
、
約
二
百
人
も
の
市
民
も
派
遣
。

8
・
7
〜
10　

日
本
入
国
の
事
前
審
査
を
試
行

　

観
光
等
で
訪
日
す
る
台
湾
人
の
入
国
手
続
き
の
円

滑
化
や
国
際
テ
ロ
防
止
の
た
め
、
日
本
の
入
国
審
査

官
が
台
北
国
際
空
港
で
旅
券
や
査
証
の
事
前
審
査
を

試
行
。効
果
が
あ
れ
ば
来
年
以
降
本
格
実
施
の
見
通
し
。

8
.
8　

温
泉
宿
が
日
本
化
に
挑
戦

　

聯
合
報
の
報
道
に
よ
る
と
、
苗
栗
県
山
間
の
泰
安

温
泉
に
あ
る
錦
水
ホ
テ
ル
が
「
日
本
化
」
に
挑
戦
。

日
本
の
高
級
ホ
テ
ル
並
み
の
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
し
、

客
家
料
理
で
の
懐
石
料
理
も
開
発
し
た
。
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8
・
9　

流
出
し
た
日
本
時
代
の
橋
が
復
元
へ

　

七
月
に
橋
面
が
洪
水
で
流
出
し
た
糯
米
橋
の
復
元

を
南
投
県
が
決
定
。
行
政
院
も
全
面
協
力
。
約
八
十

年
前
に
日
本
人
が
北
港
渓
に
架
け
た
長
さ
五
三
m
の

石
橋
で
、
度
重
な
る
水
害
に
も
耐
え
る
頑
強
さ
だ
っ

た
。芸
術
性
に
も
富
み
、古
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

8
・
9　

陳
総
統
が
中
国
の
反
日
騒
動
を
批
判

　

陳
水
扁
総
統
は
訪
台
し
た
民
主
党
議
員
団
と
会
見

し
、
サ
ッ
カ
ー
・
ア
ジ
ア
杯
で
の
日
本
の
優
勝
に
祝

意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
決
勝
戦
後
の
中
国
人
の
反

日
騒
動
を
「
民
主
主
義
と
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
に

欠
け
る
」
と
痛
烈
に
非
難
し
た
。
台
湾
各
紙
も
こ
の

騒
動
を
大
々
的
に
批
判
し
て
い
る
。

8
・
10　

中
国
の
反
日
で
李
前
総
統
が
警
告

　

李
登
輝
前
総
統
は
民
主
党
議
員
団
と
の
会
見
で
中

国
の
反
日
ム
ー
ド
に
触
れ
、「
日
本
政
府
が
低
姿
勢

な
ら
、
中
国
は
更
に
威
圧
的
に
な
る
」
と
警
告
し
た
。

8
・
10　

台
湾
花
火
が
宇
治
川
に
登
場

　

京
都
府
宇
治
市
の
「
宇
治
川
花
火
大
会
」
で
、
昨

年
の
マ
カ
オ
国
際
花
火
大
会
で
優
勝
し
た
台
湾
メ
ー

カ
ー
の
花
火
が
登
場
。

8
・
11　

石
原
都
知
事
に
「
皆
が
驚
く
計
画
」

　

石
原
慎
太
郎
都
知
事
は
許
世
楷
駐
日
代
表
と
会

見
。
台
湾
の
観
光
業
発
展
に
協
力
す
る
意
向
を
示

し
、「
皆
が
驚
く
具
体
的
計
画
が
あ
る
」
と
述
べ
た
。

8
・
12　

日
本
の
人
気
漫
画
家
に
フ
ァ
ン
殺
到

　

台
北
市
内
で
漫
画
博
覧
会
が
開
幕
。
最
大
の
目
玉

は
水
上
航
氏
、
高
屋
奈
月
氏
ら
日
本
の
人
気
漫
画
家

の
多
数
参
加
。
熱
狂
的
フ
ァ
ン
が
殺
到
し
た
。

8
・
12　

台
湾
児
童
が
記
念
公
園
を
完
成

　

台
北
市
の
薇
閣
小
の
児
童
約
百
三
十
人
が
、
滋
賀

県
志
賀
町
の
び
わ
湖
バ
レ
イ
で
第
三
回
日
台
交
流
キ 

ャ
ン
プ
。
記
念
に
薇
閣
公
園
を
完
成
さ
せ
た
。

8
・
13　

大
阪
は
文
化
的
に
台
湾
に
近
い

　

日
本
各
地
で
台
湾
の
現
状
を
訴
え
続
け
る
許
世
楷

駐
日
代
表
。
訪
問
先
の
大
阪
で
は
「
大
阪
の
人
は
活

気
が
あ
る
。
文
化
的
に
台
湾
に
近
い
」
と
賞
賛
。

8
・
15　
「
靖
国
参
拝
」
で
台
湾
は
冷
静

「
ア
ジ
ア
各
国
を
激
怒
さ
せ
る
だ
ろ
う
」（
ロ
イ
タ 

ー
）
と
も
報
じ
ら
れ
た
閣
僚
や
国
会
議
員
に
よ
る
終

戦
記
念
日
で
の
靖
国
神
社
参
拝
だ
が
、
台
湾
メ
デ
ィ

ア
は
至
っ
て
冷
静
。
中
央
通
信
社
は
中
国
政
府
の
反

応
の
み
を
伝
え
、
自
由
時
報
も
「
来
年
は
天
皇
陛
下

に
ご
参
拝
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
石
原
都
知
事
の
発

言
な
ど
を
、
コ
メ
ン
ト
抜
き
で
淡
々
と
報
道
。

8
・
15　

台
南
の
七
夕
に
な
ま
は
げ
登
場

　

台
南
市
で
七
夕
国
際
芸
術
祭
が
始
ま
り
、
日
本
か

ら
も
な
ま
は
げ
太
鼓
伝
承
会
な
ど
の
団
体
が
参
加
。

8
・
16　

日
台
協
力
の
国
家
最
重
要
建
設

　

陳
水
扁
総
統
が
台
湾
高
速
鉄
道
の
操
車
場
を
視

察
。
日
本
製
車
両
に
も
初
試
乗
し
「
高
速
鉄
道
は
台

日
が
協
力
す
る
国
家
最
重
要
建
設
だ
」
と
述
べ
た
。

8
・
17　

桜
並
木
の
復
元
に
二
十
五
年

　

交
通
部
は
、
埔
里
│
霧
社
間
の
道
路
で
二
十
五
年

間
、
三
千
株
以
上
の
桜
を
植
え
続
け
た
王
海
清
氏 

（
85
）
を
表
彰
。
日
本
時
代
に
林
業
試
験
所
に
い
た
王

氏
は
、
当
時
の
桜
並
木
の
消
滅
を
惜
し
ん
で
い
た
。

8
・
25　

行
政
院
長
に
入
国
ビ
ザ
発
給

　

游ゆ
う
し
ゃ
く
こ
ん

錫

行
政
院
長
（
首
相
）
を
乗
せ
た
航
空
機
が

台
風
の
影
響
で
那
覇
空
港
に
着
陸
。
游
院
長
は
異
例

の
入
国
ビ
ザ
を
受
け
、
空
港
内
に
六
時
間
滞
在
。
沖

縄
県
副
知
事
と
会
見
し
、
安
倍
晋
三
自
民
党
幹
事
長

ら
政
界
要
人
と
も
電
話
会
談
。
台
湾
首
脳
を
入
国
さ

せ
た
日
本
政
府
に
、
中
国
は
苛
立
ち
を
表
明
。

8
・
25　

中
国
を
無
視
し
て
議
員
団
が
訪
台

　

自
民
党
の
国
会
、
地
方
議
員
な
ど
約
九
十
名
が
研

修
の
た
め
訪
台
。
中
国
は
外
務
省
に
も
妨
害
の
圧
力

を
掛
け
て
き
た
が
、
そ
れ
を
無
視
し
た
格
好
だ
。

8
・
25　

台
湾
の
高
校
生
が
準
優
勝

　

毎
日
新
聞
社
主
催
の
第
十
二
回
国
際
高
校
生
選
抜

書
道
大
会
で
、
高
雄
県
の
陳
聖
鏗
君
が
準
優
勝
。

【
永
山
英
樹
】


